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その幅がきわめて広いことを意味する．したがっ

て老齢者の肝機能を論じる時にそれを暦年齢から

推測することが困難であり，患者各個に検査可能

な，簡便でしかも非侵襲的な核医学の方法論の重

要性が注目される．13C，　14Cアミノピリン，テオ

フィリンなどの呼気テストは老齢患者の肝薬物代

謝能の指標として，有用であり，より簡便かつ一

般性のある診断法の開発が望まれる．肝機能，代

謝異常の評価として，最も新しいテクノロジーで

あるPETの応用は，ガラクトース，アルコール，

アミノ酸など，肝代謝に重要な1igandの開発に

より全く新しい分野の発展することが期待される．

　本論では主として老年生理学の立場に立って，

老齢者の肝機能の変化を概観し，その臨床上，研

究上の問題点を論ずることにより，核医学的方法

論がいかに応用し得，また将来いかなる方法論が

可能性をもたらすかについて考察を加えたい．

6．骨・カルシウム代謝と核医学

福　永　仁　夫Ul崎医科大学核医学科）

　加齢に伴う骨量の低下は広く知られた事実であ

る．退行性骨粗穀症は，この加齢による生理的な

骨量の低下が強く発現した状態と定義されている．

骨粗髭症の発症は，高齢者人口の増加とともに社

会的にも医学的にも重要な問題を提起している．

したがって，その病態解明は予防や治療の上から

も急務である．

　従来より，骨・カルシウム（Ca）代謝の把握に

は，核医学および放射線学手法が多く用いられて

いる．っまり，骨塩量の定量，骨シンチグラフィ，

腸管からのCa吸収や，　Ca調節ホルモン偏1岬

状腺ホルモン（PTH），カルシトニン（CT）および

1，25（OH）2D）の測定などに応用されている．そこ

で，今回これらの方法を駆使して，老化に伴う骨・

Ca代謝の変化を検討し，併せて骨量の低下，つ

まり骨粗髭症との関係を検討した．

　対象は，35～90歳の女性200例である．腰椎お

よび梼骨の骨量は，dual　energy　X－ray　absorptio－

metry（QDR－1000とDCS－600）により測定した．

また，血中Ca調節ホルモン濃度は，すでに報告

している感度と特異性の高い測定系で測定した．

　加齢に伴い，末梢骨と躯幹骨の骨塩量の低下が

示されたが，特に海綿骨が主体である腰椎の骨塩

量の低下が早期で著明であった．Ca調節ホルモ

ン濃度については，加齢とともに，①PTHの上

昇，②CTの低下，③1，25（OH）2Dの低下傾向が

示された．PTHの上昇は骨吸収の充進を，　CTの

低下は骨吸収の抑制作用の阻害を，1，25（OH）2Dの

低下傾向は骨代謝の活性の低下をきたし，それぞ

れ骨塩量の低下に導くことが推測された．これら

の結果から，退行性骨粗髭症のうち，II型老人性

骨粗髭症では，Ca調節ホルモンの異常が骨量低

下に関与している可能性が示唆された．
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